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当初、同部では、EDR専門ベンダのソリューションと運用サービスの組み
合わせを導入する方針をほぼ固めていた。一方で、システム開発局情報
企画管理部部長である土田 氏は、基本のセキュリティ機能に加えて3つ
の点を重要視していた。1）エンドポイントやメール、さらにはネットワーク
に分散しがちなセキュリティ対策を単一のベンダ、管理コンソールに集約
することによる「統合管理の利便性」、2）すでに社内に展開されている
EPPをフル活用することで迅速かつ柔軟に運用を開始できる「EDR機能
の柔軟性」、さらに、3）「セキュリティ運用の迅速化、効率化」の3点である。
3点目は、「セキュリティの専門家ではない我々がすべきなのは、専門性の
高い管理コンソールを継続監視してインシデントを把握・対応することで
はない。業務効率化の施策に注力すべきだ」という実感に基づく。これら
の観点から同局の目に留まったのが、トレンドマイクロのEPP/EDRとXDR、
AIセキュリティプラットフォームTrendAI Vision One™ だ。

選定理由

同社のIT資産は、複数拠点に点在する社内の重要な業務基盤システ
ム、ラップトップやサーバに加えて海外拠点のデバイス、国内外を飛び
回る取材担当者の端末やスマートフォンなど多様化が進んでいる。サ
イバー犯罪の組織化や生成AIの悪用など、攻撃が進化する中、同社で
は1）未知の脅威への対応力の不足、2）攻撃検知後の封じ込めや復旧
等、対応が遅れるおそれ、3）自社内のエンドポイントに加えてメールや
コラボレーションのためのクラウドツールなど、多様化する環境のセ
キュリティイベントを相関分析、脅威を検知する仕組みの不足、4）前述
のクラウドツールの保護体制の未整備、5）有事の際に24時間365日で
対応できる専門的な運用リソースの不足、等の具体的な課題への対
策の検討を始めていた。対策の検討はIT、セキュリティ部門にとどまる
課題ではなく、近年の類似する新聞・通信業界におけるサイバー攻撃
の発生、業務への影響から、システム開発局では、喫緊の課題として具
体的な対策などが求められていた。

お客さまの課題

「セキュリティの専門家ではない我々がすべきなのは、
専門性の高い管理コンソールを継続監視してインシデ
ントを把握・対応することではなく、業務効率化の施策
に注力すべきなのです」
土田 剛  氏
株式会社時事通信社 システム開発局 情報企画管理部 部長

EDRによるエンドポイントセキュリティの強化
クラウドアプリのメールセキュリティを刷新。注意が必要なイベ
ントはアラートで確認
CREMで、利用しているソフトウェアやアカウントの状態など、社
内の状況、リスクが可視化可能

導入効果:

株式会社時事通信社（時事通信社）では、「正確かつ迅速な、責任ある
報道で人々の知る権利に応える」、「有益な情報や課題解決策の提供
を通じて社会を豊かにする」というミッションを掲げ、国内外に張り巡ら
された取材網を擁し、行政機関や金融機関に対する行政、経済の専門
ニュースの配信、国内の政治、経済、社会、スポーツ、写真、エンタメ、国
際的な情報を収集、読者に届けている。継続的な情報収集と安定した
情報提供に際して、制作を担うシステムを止めないこと、収集された重
要情報、機密情報を安全に保護することも、同社の大きなミッションで
あり、同社ではエンドポイント保護プラットフォーム（EPP：Endpoint 
Protection Platform）の活用、クラウドメール、コラボレーションサー
ビスが提供する基本的なセキュリティ対策を実施していたが、近年新
聞社を標的としたサイバー攻撃が制作システムに影響を与えたインシ
デントが発生。同社経営層でも、社会的に影響の大きな同社の報道業
務を中断させないための、セキュリティ対策への注目が高まっていた。

導入の背景

株式会社時事通信社  https://www.jiji.co.jp/ 
東京都、日本 | マスメディア、デジタル向け、業界向けニュース配信 | 1,139人（2025年3月末現在）
ソリューション: 
TrendAI Vision One™ Cyber Risk Exposure Management、XDR for Email、Email and Collaboration
Security、Endpoint Security、Services – Complete
※ Trend Vision One Endpoint Security Essentials、Trend Service One Complete、Trend Vision One Email and Collaboration Security、Trend Vision One XDR
Add-on：Email、Cyber Risk Exposure Managementは、それぞれTrendAI Vision One™  Endpoint Security、TrendAI Vision One™ Services – Complete、TrendAI
Vision One™ Email and Collaboration Security、TrendAI Vision One™ XDR for Email、TrendAI Vision One™ Cyber Risk Exposure Managementに製品名が変更
になりました。  

報道業務の中核をなすシステムを高度化、多様化するサイバー攻撃から守るため
に、攻撃の防御および対応力向上のためのEDR/XDR、専門家による運用支援
を導入。アカウント侵害の可能性を可視化するサイバーリスク管理にも着手。
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TrendAI™ について
TrendAI™ は、トレンドマイクロのエンタープライズ向け事業部門
であり、AIセキュリティのグローバルリーダーです。AIの包括的な可
視化と統合セキュリティの提供を通じて、組織に確かな信頼をもた
らし、イノベーションを推進するとともに、リスクを最小化します。
現在、世界185か国において大手企業や政府機関に採用され、ア
イデンティティ、インフラ、データに至るまで、組織全体を横断した
セキュリティを提供しています。AI Fearlessly.

https://trendaisecurity.com/ja

詳細はこちらから
https://trendaisecurity.com/ja

株式会社時事通信社のような組織が、TrendAI 
Vision One™ を活用して、どのように「リアクティブ」
から「プロアクティブ」なセキュリティへと進化を加速
しているのかをご紹介します。

サイバーセキュリティの取り組みを
一歩先へ

「利用しているソフトウェアやアカウントの状態など、 
社内の状況、リスクが可視化でき始めています」
清水 紀彰 氏
株式会社時事通信社 システム開発局  情報企画管理部 
専任部長

当初の目的であったエンドポイントセキュリティの強化に加えて、
メールセキュリティを TrendAI Vision One™ に統合、さらにセ
キュリティ運用サービスを採用することで、対応力不足、対応ス
ピード、相関分析による脅威検知の仕組み、クラウドツールの保
護、運用リソース不足といった課題を解消する基盤は構築でき
た。さらに同社が期待を寄せているのが、アカウントの乗っ取りな
ど、重大なインシデントにつながりかねないリスクへの対応であ
る。「運用を開始したCyber Risk Exposure Managementで、利
用しているソフトウェアやアカウントの状態など、社内の状況、リ
スクが可視化でき始めています」と、システム開発局情報企画管
理部専任部長の清水 氏は語り、今後状況に応じた対応を検討で
きる素地が整いつつあると期待している。

導入効果

関連する企業が多い時事通信社において、土田 氏と清水 氏は、持ち
込みPCなどへの対策、より活用が進むと思われるクラウドサービスの
安全性の精査など、いとまなく次の対策を検討している。管理が分散
しがちなセキュリティ対策も、セキュリティプラットフォームである
TrendAI Vision One™ とServices – Completeであれば、効率的、効
果的に推進できると期待を寄せている。

今後の展望

時事通信社では、Endpoint Securityを国内2,000台超のすべての端
末に配備、運用を開始。海外拠点についてもまずは4分の1あまりの端
末に展開している。またクラウドメール、コラボレーションのためのセ
キュリティについては、Microsoft 365への導入容易性、セキュリティ対
策範囲の広さから、 Email and Collaboration Securityの利用を開
始し、送受信されるメール、SharepointやOneDriveといったクラウド
ストレージに対する脅威対策も実現している。またエンドポイント、
メールのセキュリティイベントを統一プラットフォームで相関させ、XDR
による検知向上も可能になっている。
加えてServices – Completeを活用したセキュリティ運用も開始。時事
通信社の環境、セキュリティ運用を把握した専任のトレンドマイクロエ
ンジニアが、常時セキュリティ状況を監視、万一のインシデント対応支
援、技術支援を提供するとともに、サポートプランの立案と運用目標
の可視化、セキュリティ運用の実行支援、定期的な状況の共有、運用に
対する改善の提案といった運用体制構築をサポートしている。

ソリューション

TrendAI Vision One™ は主要なセキュリティレイヤの対策を単一の
管理コンソールで提供するとともに、各セキュリティレイヤのデータ、連
携する他社ネットワーク機器のデータを統合、相関分析することで、組
織に侵入した攻撃者やマルウェアを検知するとともに、ネットワーク内
部およびインターネットに公開されている各種IT資産のリスクの可視
化、重要度に応じた対策の優先度づけ、具体的な対応策を提供する。
また、各端末の Endpoint Securityのエージェントの機能を有効化す
るだけでEDR機能の利用が可能であることから、迅速な導入、運用開
始が可能と判断した。加えて、トレンドマイクロの運用サービスである
Services – Completeで、時事通信社の環境やセキュリティ対策状況
を熟知した専任エンジニアによる、セキュリティインシデント発生時の
対応、平時のセキュリティ対策のアドバイスなどが受けられる点も重要
な決定材料となった。さらには同社の情報委員会（情報資産のセキュ
リティ確保、情報システムの管理運用を審議する組織で責任者は、シス
テム開発局担当の取締役）に、セキュリティの専門家としては初めてト
レンドマイクロが参加し、対策の必要性と効能について適切に説明で
きた点も、採用に繋がった要因であった、と土田 氏は語る。

https://www.trendmicro.com/ja_jp/business.html

